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1.  平成22年3月期第2四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第2四半期 6,217 △23.4 145 △28.0 166 △57.4 109 △64.6
21年3月期第2四半期 8,116 ― 201 ― 390 ― 309 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第2四半期 7.63 7.63
21年3月期第2四半期 21.13 21.13

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第2四半期 10,247 2,413 22.6 161.47
21年3月期 10,272 2,328 21.8 156.10

（参考） 自己資本   22年3月期第2四半期  2,312百万円 21年3月期  2,235百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 0.00 ― 5.00 5.00
22年3月期 ― 0.00
22年3月期 

（予想）
― 3.00 3.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 13,000 △14.3 430 172.7 470 2.4 280 59.2 19.55
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4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注） 詳細は、５ページ 【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注） 詳細は、５ページ 【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
業績予想につきましては、本資料の発表日現在において得られた情報に基づいて算定しておりますが、多分に不確定な要素を含んでいるため、実際の業
績は、今後のさまざまな要因によって上記予想と異なる場合があります。なお、上記予想に関する事項は資料の５ページを参照してください。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 無
② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第2四半期 14,624,000株 21年3月期  14,624,000株
② 期末自己株式数 22年3月期第2四半期  301,750株 21年3月期  301,750株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第2四半期 14,322,250株 21年3月期第2四半期 14,622,587株
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当第２四半期連結累計期間(平成21年４月１日～平成21年９月30日）における世界経済は、金融市場の

混乱が引き続き影響し、世界的な景気の低迷を背景に、経済活動は低調に推移しました。  

 わが国経済におきましても、急速な景気悪化に対応した在庫調整の進展や、政府による自動車・家電の

購入促進策等による景気対策により最悪期は脱しつつあるものの、経済活動の水準自体は低迷したままの

厳しい状況となりました。  

 このような状況の中当社グループは、グローバル体制を活かした受注の獲得と、製造原価や経費の削減

を鋭意進めるとともに、新製品の開発や品質向上にも引き続き注力することにより、一層の経営基盤の強

化に努めてまいりました。  

 この結果、当社グループの当第２四半期連結累計期間の業績は、海外においては予想通りの回復基調で

推移し、国内においても第２四半期以降、主に自動車関連分野や家電製品分野等を中心に予想を上回るス

ピードで受注の回復が進んだものの、円高による為替の影響も受けた結果、売上高は6,217百万円(前年同

期比23.4％減1,898百万円の減収)となりました。また、営業利益は経営体質強化のための特別対策を進め

た結果、原価低減等の効果が得られ利益率は改善しましたが、売上減少の影響により145百万円(前年同期

比28.0％減56百万円の減益)、経常利益は166百万円(前年同期比57.4％減223百万円の減益)、四半期純利

益は109百万円(前年同期比64.6％減199百万円の減益)となりました。 

  

(日本) 

 日本では、自動車関連分野と家電製品分野において受注の回復が進みましたが、片面プリント配線板の

売上高は1,038百万円(前年同期比18.9％減241百万円の減収)、両面プリント配線板の売上高は886百万円

(前年同期比29.9％減379百万円の減収)となりました。その他の売上高につきましては、高多層基板

(PALAP)が好調に推移したこと、また、前第２四半期より三和電子㈱の売上高を連結したことにより855百

万円(前年同期比9.3％増72百万円の増収)となりました。この結果、日本国内の売上高は、2,780百万円

(セグメント間の内部取引高を含む、前年同期比16.5％減547百万円の減収)、営業利益(配賦不能営業費用

控除前)は、232百万円(前年同期比30.4%減101百万円の減益)となりました。 

  

(中国) 

 中国では、片面プリント配線板は、映像関連分野等の受注の回復が進み、両面プリント配線板は、アミ

ューズメント関連分野が堅調な推移をみせました。しかし、円高による為替の影響もあり、片面プリント

配線板の売上高は、1,438百万円(前年同期比36.4％減823百万円の減収)、両面プリント配線板の売上高

は、795百万円(前年同期比32.0％減373百万円の減収)となりました。この結果、中国での売上高は、その

他の売上高154百万円(前年同期比9.8％減16百万円の減収)を含めまして2,388百万円（セグメント間の内

部取引高を含む、前年同期比33.7％減1,213百万円の減収）、営業利益(配賦不能営業費用控除前)は、136

百万円(前年同期比37.7％減83百万円の減益)となりました。 

  

(インドネシア) 

 インドネシアでは、主力である映像関連分野や照明機器等の家電製品分野においては、現地通貨ベース

で前年同期を上回る等、全般的には堅調に推移しましたが、円高による為替の影響を受け、片面プリント

配線板の売上高は1,273百万円(前年同期比12.0％減173百万円の減収)となりました。この結果、インドネ

シアでの売上高は、その他の売上高77百万円(前年同期比30.7％減34百万円の減収)を含めまして1,351百

【定性的情報・財務諸表等】

1. 連結経営成績に関する定性的情報
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万円(セグメント間の内部取引高を含む、前年同期比13.3％減207百万円の減収)、営業利益(配賦不能営

業費用控除前)は、95百万円(前年同期比87百万円の増益)となりました。 

  

  

(１)資産、負債及び純資産の状況 

(総資産) 

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、主に受取手形及び売掛金の増加275百万円、製品の減少83百

万円、仕掛品の増加67百万円、原材料及び貯蔵品の減少122百万円、固定資産の減少97百万円により

10,247百万円(前連結会計年度末比24百万円減)となりました。 

(負債) 

当第２四半期連結会計期間末の負債は、主に支払手形及び買掛金の増加413百万円、短期借入金の減少

351百万円、長期借入金の減少143百万円により7,833百万円(前連結会計年度末比110百万円減)となりまし

た。 

(純資産) 

当第２四半期連結会計期間末の純資産は、主に利益剰余金の増加37百万円、為替換算調整勘定の増加22

百万円により2,413百万円(前連結会計年度末比85百万円増)となりました。 

  

(２)キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、前第２四半期連

結会計期間末より281百万円増加し、2,156百万円となりました。 

 各活動別のキャッシュ・フローの状況とその要因は次のとおりであります。 

  

(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

 当第２四半期連結会計期間の営業活動による資金の増加額は425百万円(前年同四半期は190百万円の増

加)となりました。これは主に税金等調整前四半期純利益200百万円、減価償却費132百万円、たな卸資産

の減少額91百万円、仕入債務の増加額492百万円による収入、売上債権の増加額510百万円の支出によるも

のであります。 

  

(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

 当第２四半期連結会計期間の投資活動による資金の減少額は24百万円(前年同四半期は106百万円の減

少)となりました。これは主に有形固定資産の取得による支出20百万円と投資有価証券の取得による支出3

百万円によるものであります。 

  

(財務活動によるキャッシュ・フロー) 

 当第２四半期連結会計期間の財務活動による資金の減少額は84百万円(前年同四半期は226百万円の減

少）となりました。これは主に短期借入金の減少143百万円、長期借入金の借入による収入300百万円、長

期借入金の返済による支出206百万円、配当金の支払21百万円、リース債務の返済による支出13百万円に

よるものであります。 

  

2. 連結財政状態に関する定性的情報
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当期の連結業績予想につきましては、依然先行きの不透明感が強いものの第２四半期における販売回復

状況から、国内（個別）については、当初予想を上回る回復傾向を示しつつ推移するものと予想されま

す。海外連結子会社につきましては、第３四半期以降も第２四半期累計期間同様、当初の予想通り順調な

回復傾向を示しつつ推移するものと予想され、ほぼ前期下半期と同様の水準で推移するものと予想してお

ります。 

 これらの状況と、円高による為替レートの変動（前回予想95円、今回予想90円）も考慮し、平成21年10

月30日に業績予想の上方修正を行い、売上高13,000百万円、営業利益430百万円、経常利益470百万円、当

期純利益280百万円としております。詳しくは、平成21年10月30日に公表いたしました「業績予想の修正

に関するお知らせ」をご参照ください。 

  
  

該当事項はありません。 

  

①簡便な会計処理 

定率法を採用している資産について、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定

する方法によっております。 

②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引

前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 

  

（作業くず売却益の表示区分の変更について）  

 製造過程において発生する銅廃液等の作業くずの売却収入については、従来、営業外収益に計上して

おりましたが、第１四半期連結会計期間より製造原価から控除する方法に変更しております。この変更

は、近年の資源価格の高騰により作業くず売却収入の損益影響の重要性が増しており、かつ投機的な価

格高騰が一時終息したものの、今後も継続的に発生が見込まれることから、損益区分をより適切にする

ために行ったものであります。この変更により、売上原価及び営業外収益は80百万円減少し、売上総利

益及び営業利益は同額増加しておりますが、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はあ

りません。  

 なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。 

  

  

3. 連結業績予想に関する定性的情報

4. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

  固定資産の減価償却費の算定方法

  税金費用の計算

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,335,694 2,312,349

受取手形及び売掛金 2,729,715 2,454,512

製品 233,988 317,069

仕掛品 234,049 166,432

原材料及び貯蔵品 464,192 586,464

その他 165,121 273,022

貸倒引当金 △14,965 △34,544

流動資産合計 6,147,796 6,075,305

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 2,713,187 2,683,802

減価償却累計額 △1,666,691 △1,616,813

建物及び構築物（純額） 1,046,496 1,066,989

機械装置及び運搬具 6,070,943 5,954,633

減価償却累計額 △4,495,138 △4,354,705

機械装置及び運搬具（純額） 1,575,805 1,599,927

その他 1,355,735 1,400,219

減価償却累計額 △650,759 △647,546

その他（純額） 704,975 752,672

有形固定資産合計 3,327,277 3,419,590

無形固定資産 11,139 12,935

投資その他の資産   

その他 763,213 766,539

貸倒引当金 △1,723 △1,723

投資その他の資産合計 761,489 764,816

固定資産合計 4,099,905 4,197,341

資産合計 10,247,702 10,272,646

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,309,830 1,896,429

短期借入金 2,397,191 2,748,851

未払法人税等 55,438 44,346

賞与引当金 108,457 108,579

その他 1,160,102 1,155,573

流動負債合計 6,031,019 5,953,778

固定負債   

長期借入金 1,251,545 1,395,107

退職給付引当金 49,063 50,683
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

役員退職慰労引当金 149,275 151,115

負ののれん 297,214 340,650

その他 55,588 52,537

固定負債合計 1,802,686 1,990,094

負債合計 7,833,705 7,943,873

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,102,433 1,102,433

資本剰余金 1,152,432 1,152,432

利益剰余金 358,690 321,002

自己株式 △32,582 △32,582

株主資本合計 2,580,972 2,543,284

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 5,957 △12,515

繰延ヘッジ損益 △1,436 －

為替換算調整勘定 △272,888 △295,024

評価・換算差額等合計 △268,367 △307,539

少数株主持分 101,391 93,028

純資産合計 2,413,996 2,328,773

負債純資産合計 10,247,702 10,272,646
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第２四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

売上高 8,116,114 6,217,335

売上原価 6,770,721 5,104,665

売上総利益 1,345,392 1,112,670

販売費及び一般管理費   

販売費及び一般管理費合計 1,144,039 967,624

営業利益 201,352 145,045

営業外収益   

受取利息 4,082 964

受取配当金 1,277 873

為替差益 86,053 1,821

作業くず売却益 143,301 －

負ののれん償却額 27,829 43,658

雑収入 4,006 20,364

営業外収益合計 266,551 67,683

営業外費用   

支払利息 69,425 40,133

雑損失 8,233 6,330

営業外費用合計 77,658 46,463

経常利益 390,245 166,264

特別利益   

固定資産売却益 77 65

貸倒引当金戻入額 － 19,423

特別利益合計 77 19,489

特別損失   

固定資産売却損 － 1,110

固定資産除却損 － 760

減損損失 8,452 －

ゴルフ会員権評価損 － 10,156

役員退職慰労金 － 2,154

事業整理損 － 442

その他 961 －

特別損失合計 9,414 14,624

税金等調整前四半期純利益 380,908 171,129

法人税、住民税及び事業税 67,030 58,363

法人税等調整額 － －

法人税等合計 67,030 58,363

少数株主利益 4,855 3,467

四半期純利益 309,023 109,299
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 380,908 171,129

減価償却費 264,655 259,635

負ののれん償却額 － △43,658

引当金の増減額（△は減少） 34,977 △20,833

受取利息及び受取配当金 △5,359 △1,838

為替差損益（△は益） △86,053 －

支払利息 69,425 40,133

有形固定資産売却損益（△は益） △77 1,045

有形固定資産除却損 699 760

有価証券及び投資有価証券評価損益（△は益） 261 －

減損損失 8,452 －

事業整理損失 － 442

売上債権の増減額（△は増加） △373,190 △259,870

たな卸資産の増減額（△は増加） 133,057 134,883

仕入債務の増減額（△は減少） △222,999 407,817

その他 19,571 123,947

小計 224,329 813,594

利息及び配当金の受取額 5,359 1,838

利息の支払額 △76,896 △41,640

法人税等の支払額 △82,179 △36,056

営業活動によるキャッシュ・フロー 70,614 737,735

投資活動によるキャッシュ・フロー   

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
支出

△326,899 －

有形固定資産の取得による支出 △173,478 △109,570

有形固定資産の売却による収入 － 200

投資有価証券の取得による支出 △7,654 △16,224

その他 △8,074 △1,884

投資活動によるキャッシュ・フロー △516,106 △127,479

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △16,160 △363,912

長期借入れによる収入 700,000 300,000

長期借入金の返済による支出 △349,814 △426,295

自己株式の取得による支出 △146 －

配当金の支払額 △39,433 △70,666

少数株主への配当金の支払額 △2,391 △26

リース債務の返済による支出 △29,923 △24,566

財務活動によるキャッシュ・フロー 262,130 △585,467

現金及び現金同等物に係る換算差額 △46,790 △3,320

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △230,153 21,468

現金及び現金同等物の期首残高 2,105,393 2,135,060

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,875,240 2,156,529
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当第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

該当事項はありません。 

  

前第２四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日) 

当社グループは、プリント配線板及びこれに付随する電子部品等の製造販売を主要な業務としてお

り、事業の種類は単一であるため事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

  

当第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

当社グループは、プリント配線板及びこれに付随する電子部品等の製造販売を主要な業務としてお

り、事業の種類は単一であるため事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】
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前第２四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日) 

  

 
(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域 
  中国…中華人民共和国 インドネシア…インドネシア共和国 

３ 第１四半期連結会計期間より棚卸資産の評価基準を、原価法から原価法（収益性の低下による簿価切下げの

方法）に変更しております。 

 またリース取引に関する会計基準につきましても、所有権移転外ファイナンス・リース取引は、通常の賃

貸借取引に係る方法に準じた会計処理から通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理に変更し、リース資

産として計上しております。このリース資産の減価償却の方法は、リース期間を耐用年数とし、残存価額を

ゼロとして算定する方法によっております。なお、リース取引開始日が適用初年度前の所有権移転外ファイ

ナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を引き続き採用しておりま

す。これらの変更による損益に与える影響はありません。 

 同様に、連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関しましても、「連結財務諸表作成における

在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」を第１四半期連結会計期間から適用しております。 

 この変更による損益に与える影響は軽微であります。 

  

当第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

 
(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

中国…中華人民共和国 インドネシア…インドネシア共和国 

３「四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更」に記載のとおり、第１四半期連

結会計期間より作業くず売却益の表示区分を変更しております。この変更により、従来の方法と比べて「日

本」の営業費用が27百万円、「中国」の営業費用が29百万円、「インドネシア」の営業費用が23百万円減少

し、営業利益が同額増加しております。 

  

【所在地別セグメント情報】

日本(千円) 中国(千円)
インドネシ
ア(千円)

計(千円)
消去 

又は全社 
(千円)

連結(千円)

  売上高

 (1) 外部顧客に対する 
   売上高

3,177,473 3,425,164 1,513,475 8,116,114 ― 8,116,114

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

151,149 176,831 44,978 372,959 (372,959) ―

計 3,328,623 3,601,996 1,558,453 8,489,073 (372,959) 8,116,114

   営業利益 333,893 219,993 8,177 562,064 (360,711) 201,352

日本(千円) 中国(千円)
インドネシ
ア(千円)

計(千円)
消去 

又は全社 
(千円)

連結(千円)

  売上高

 (1) 外部顧客に対する 
   売上高

2,647,559 2,224,327 1,345,447 6,217,335 ― 6,217,335

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

133,230 164,158 5,573 302,962 （302,962） ―

計 2,780,790 2,388,486 1,351,021 6,520,298 （302,962） 6,217,335

   営業利益 232,285 136,970 95,876 465,132 （320,087） 145,045
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前第２四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日) 

  

 
(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

中国………………中華人民共和国 

東南アジア………インドネシア共和国・マレーシア・タイ 

北米………………アメリカ・メキシコ 

その他……………ヨーロッパ 

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

当第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

 
(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

中国………………中華人民共和国 

東南アジア………インドネシア共和国、マレーシア、タイ王国、ベトナム社会主義共和国 

北米………………アメリカ合衆国、メキシコ合衆国 

その他……………ヨーロッパ 

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

  

【海外売上高】

中国 東南アジア 北米 その他 計

Ⅰ 海外売上高(千円) 2,937,622 1,425,029 420,862 134,855 4,918,369

Ⅱ 連結売上高(千円) ─ ─ ─ ─ 8,116,114

Ⅲ 連結売上高に占める
海外売上高の割合(％)

36.2 17.6 5.2 1.7 60.6

中国 東南アジア 北米 その他 計

Ⅰ 海外売上高(千円) 1,972,972 1,364,801 147,901 89,905 3,575,581

Ⅱ 連結売上高(千円) ― ― ― ― 6,217,335

Ⅲ 連結売上高に占める
海外売上高の割合(％)

31.7 22.0 2.4 1.4 57.5
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当第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

該当事項はありません。 

  

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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